
縄文時代の土器

調査前の様子（7月初旬） 調査後の様子（10月初旬）

令和6年度 五番田遺跡現地説明会
2024年10月26日（土） 主催/新潟市文化財センター 協力/株式会社ノガミ

縄文時代の建物の柱の跡 弥生時代以降の建物の柱の跡

調査原因 調査面積 位置 遺跡の立地 遺跡の時代

中央環状線道路建設 1,415㎡ 江南区茅野山地内 砂丘

ばんき

縄文時代晩期
ちゅうき

弥生時代中期

水田の土

沼地の土

土器が出る土
砂丘の砂

遺跡まで2.5m

東側の壁の土の堆積の様子
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❹
亀田総合
体育館

❸

岡崎遺跡
おかざきいせき

道正遺跡
どうしょういせき

西郷遺跡
にしごういせき

養海山遺跡
ようかいざんいせき

五番田遺跡
ご ば ん だ い せ き

現在地

国道49号線

国道403号線

地面の下に埋まっている砂丘

地表に出ている砂丘

石の矢じり
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砂丘ができた時代

弥生時代の土器

ご ば ん だ い せ き



弥生時代以降の建物

縄文時代の建物

まとまって出た石

まとまって出た石

まとまって出た石

地面に埋められた土器

一番深いところは
地面から3.3m下

水につかっていたと
考えられる範囲

縄文時代の人が住んでいた
と考えられる範囲

東側の壁の土の堆積の様子

上空から見た五番田遺跡
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